
  
 

一

 
 

 

優
生
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案 

 

優
生
保
護
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 

母
体
保
護
法 

 

第
一
条
中
「
優
生
上
の
見
地
か
ら
不
良
な
子
孫
の
出
生
を
防
止
す
る
と
と
も
に
」
を
「
不
妊
手
術
及
び
人
工
妊
娠
中
絶
に
関 

す
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
等
に
よ
り
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
条
第
一
項
中
「
優
生
手
術
」
を
「
不
妊
手
術
」
に
改
め
る
。 

 

「
第
二
章 

優
生
手
術
」
を
「
第
二
章 
不
妊
手
術
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
左
の
」
を
「
次
の
」
に
、
「
並
び
に
」
を
「
及
び
」
に
、
「
届
出
を
し
な
い 

が
」
を
「
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
」
に
、
「
優
生
手
術
」
を
「
不
妊
手
術
」
に
、
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
改
め
、 

「
、
精
神
病
者
又
は
精
神
薄
弱
者
」
を
削
り
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
項 

第
四
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
を
「
前
項
各
号
」
に
、
「
優
生
手
術
」
を
「
不 

妊
手
術
」
に
改
め
る
。 



 

  
 

二

 
第
四
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

第
四
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で 

削
除 

 

第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
項
第
四
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、 

同
条
第
三
項
を
削
る
。 

 

第
四
章
及
び
第
五
章
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 

第
四
章
及
び
第
五
章 
削
除 

第
十
六
条
か
ら
第
二
十
四
条
ま
で 
削
除 

 

第
二
十
五
条
中
「
、
第
十
条
、
第
十
三
条
第
二
項
」
を
削
り
、
「
優
生
手
術
」
を
「
不
妊
手
術
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
十
六
条
中
「
優
生
手
術
」
を
「
不
妊
手
術
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
十
七
条
中
「
優
生
手
術
の
審
査
又
は
そ
の
事
務
に
従
事
し
た
者
、
優
生
手
術
」
を
「
不
妊
手
術
」
に
改
め
、
「
及
び
優 

生
保
護
相
談
所
の
職
員
」
を
削
る
。 

 

第
三
十
条
及
び
第
三
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

第
三
十
条
及
び
第
三
十
一
条 

削
除 



  
 

三

 
別
表
を
削
る
。 

 
 

 
附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

第
二
条 

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
優
生
保
護
法
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
優
生
手 

 

術
に
関
す
る
費
用
の
支
弁
及
び
負
担
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

第
三
条 

旧
法
第
三
条
第
一
項
、
第
十
条
、
第
十
三
条
第
二
項
又
は
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
優
生
手
術
又 

 

は
人
工
妊
娠
中
絶
に
係
る
旧
法
第
二
十
五
条
の
届
出
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

第
四
条 

旧
法
第
二
十
七
条
に
規
定
す
る
者
の
秘
密
を
守
る
義
務
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

第
五
条 

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
前
二
条
の
規
定
に
よ
り
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
こ 

 

の
法
律
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 

（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
） 



 

  
 

四

第
六
条 

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

別
表
第
一
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

三 
削
除 

 
 

別
表
第
二
第
一
号
一
の
五
を
削
る
。 

 
 

別
表
第
三
第
一
号
十
一
中
「
優
生
保
護
法
」
を
「
母
体
保
護
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
」
に
、
「
基 

 

く
」
を
「
基
づ
く
」
に
改
め
、
「
、
都
道
府
県
優
生
保
護
審
査
会
を
監
督
し
」
を
削
り
、
「
優
生
手
術
」
を
「
不
妊
手
術
」 

 

に
改
め
る
。 

 
 

別
表
第
七
第
一
号
の
表
中
都
道
府
県
優
生
保
護
審
査
会
の
項
を
削
る
。 

 

（
地
域
保
健
対
策
強
化
の
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
） 

第
七
条 

地
域
保
健
対
策
強
化
の
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の 

 

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
十
一
条
中
優
生
保
護
法
第
二
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
及
び
保
健
所
を
設
置
す
る
市
」
を
「
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
及
び
特
別
区
」
に
改
め
る
。 



  
 

五

 
 

第
二
十
一
条
中
優
生
保
護
法
第
三
十
条
の
見
出
し
及
び
同
条
の
改
正
規
定
を
削
る
。 

 
 

附
則
第
一
条
た
だ
し
書
中
「
並
び
に
第
二
十
一
条
中
優
生
保
護
法
第
二
十
二
条
の
改
正
規
定
（
「
及
び
保
健
所
を
設
置
す 

 

る
市
」
を
「
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
及
び
特
別
区
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。
）
及
び
同
法
第
三
十
条
の
改
正
規
定
」
及 

 

び
「
並
び
に
附
則
第
四
十
一
条
中
厚
生
省
設
置
法
第
六
条
の
改
正
規
定
（
「
優
生
保
護
相
談
所
の
設
置
を
認
可
し
、
及
び
」 

 

を
削
る
部
分
に
限
る
。
）
」
を
削
る
。 

 
 

附
則
第
四
十
一
条
の
う
ち
厚
生
省
設
置
法
第
六
条
第
二
号
の
改
正
規
定
及
び
同
条
第
八
号
の
次
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規 

 

定
中
「
第
六
条
第
二
号
中
「
優
生
保
護
相
談
所
の
設
置
を
認
可
し
、
及
び
」
を
削
り
、
同
条
第
八
号
」
を
「
第
六
条
第
八 

 

号
」
に
改
め
る
。 

 

（
厚
生
省
設
置
法
の
一
部
改
正
） 

第
八
条 

厚
生
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
五
条
第
十
五
号
中
「
優
生
保
護
法
」
を
「
母
体
保
護
法
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
六
条
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

二 

削
除 



 

  
 

六

 
 

第
七
条
第
三
項
中
「
述
べ
、
並
び
に
優
生
手
術
に
関
す
る
適
否
の
再
審
査
を
行
う
」
を
「
述
べ
る
」
に
改
め
る
。 



  
 

七

 
 

 
 
 

理 

由 

 

現
行
の
優
生
保
護
法
の
目
的
そ
の
他
の
規
定
の
う
ち
不
良
な
子
孫
の
出
生
を
防
止
す
る
と
い
う
優
生
思
想
に
基
づ
く
部
分
が 

障
害
者
に
対
す
る
差
別
と
な
っ
て
い
る
こ
と
等
に
か
ん
が
み
、
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律 

案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 


